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（１）

「
日
本
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
生
い
立
ち
」

特集「ルーテル・アワー」

逸
見
義
典（
定
年
教
師
）

　「
二
十
の
扉
」「
君
の
名
は
」「
鐘
の
鳴

る
丘
」、
い
ず
れ
も
な
つ
か
し
い
放
送

番
組
名
で
あ
る
。１
９
５
１
年
、
昭
和

26
年
、
敗
戦
の
傷
跡
が
巷
に
残
る
時
、

電
波
法
の
改
正
に
よ
り
各
地
に
民
間

ラ
ジ
オ
局
が
開
設
さ
れ
た
。

　
ほ
ぼ
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
放
送
を
開
始

し
た
。放
送
と
共
に
、
そ
れ
に
応
答
す

る
聖
書
通
信
講
座
を
開
始
し
た
。講
座

の
執
筆
は
、岸
千
年(

敬
称
略)

で
あ
っ

た
。岸
の
聖
書
講
座
の
素
晴
ら
し
さ
は

人
々
の
心
に
迫
る
も

の
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。

　
ル
ー
テ
ル
・
ア

ワ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
・
ミ
ズ
ー
リ

派
・
ル
ー
テ
ル
教
会

の
日
本
伝
道
を
目
的

と
し
た
信
徒
運
動
と

し
て
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
わ
が
国

の
各
地
に
あ
る
ル
ー

テ
ル
教
会
及
び
そ
の

支
援
諸
団
体
が
こ
の

運
動
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
、
放
送
す

る
地
区
の
電
波
料
を

負
担
し
た
り
、
通
信

講
座
テ
キ
ス
ト
の
配

布
、
返
信
、
最
寄
り
の
教
会
へ
求
道
者

の
紹
介
、
教
会
案
内
な
ど
を
積
極
的
に

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
や
が
て
、
日
本
の
諸
ル
ー
テ
ル
教
会

の
複
数
の
シ
ノ
ッ
ド
が
一
致
協
力
、
電

波
伝
道
委
員
会
を
結
成
こ
の
放
送
事

業
を
支
援
し
た
。

　
当
時
、
庶
民
の
娯
楽
に
テ
レ
ビ
は
な

か
っ
た
。そ
の
中
心
は
、
ラ
ジ
オ
放
送

で
あ
っ
た
。ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、

新
し
く
出
来
た
民
間
放
送
局
か
ら
放

送
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
で
ひ
と
き
わ
異

彩
を
放
っ
た
。さ
ら
に
こ
の
放
送
の
ス

ポ
ン
サ
ー
が
キ
リ
ス
ト
教
会
と
聞
い

て
人
々
は
驚
い
た
。

　
一
番
最
初
の
番
組
製
作
者
は
関
屋

五
十
二(

敬
称
略)

で
あ
る
。戦
後
、愛

宕
山
に
あ
っ
た
日
本
放
送
協
会
は
、
公

営
独
占
事
業
で
あ
っ
た
。そ
の
中
で
、

最
も
有
能
な
番
組
制
作
者
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
の
が
関
屋
五
十
二
で
あ

る
。関
屋
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
深
く
理

解
す
る
有
能
な
劇
作
家
で
あ
っ
た
。

　
ル
ー
テ
ル
信
徒
連
盟
は
、
こ
の
関
屋

五
十
二
に
番
組
制
作
を
依
頼
し
た
。関

屋
は
こ
れ
を
快
諾
、
日
本
ル
ー
テ
ル
・

ア
ワ
ー
が
発
足
し
た
。

　
同
時
に
、
東
京
千
代
田
区
富
士
見
町

に
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
事
務
局
を
設

置
し
た
。こ
の
間
、
放
送
伝
道
一
筋
に

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
番
組
の
管
理
・

制
作
に
当
た
っ
た
の
が
原
田
正
治(

敬

称
略
・
写
真
右)

で
あ
る
。

　
原
田
以
外
の
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー

に
参
加
し
た
信
徒
及
び
教
職
は
相
当

数
に
の
ぼ
る
た
め
割
愛
す
る
こ
と
を

お
許
し
頂
き
た
い
。

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
じ
め
全
国
の
民
間
放
送

主
要
局
の
日
曜
日
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ

イ
ム
に
、
時
報
に
続
き
、
ド
ラ
ム
が
響

き
わ
た
る
。続
い
て
、
讃
美
歌
２
７
６

番
、「
神
は
、
わ
が
櫓(

や
ぐ
ら)

」が
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
始
ま
る
。そ

し
て
毎
週
異
な
る
聖
書
の
ド
ラ
マ
、
お

茶
の
間
の
庶
民
に
も
理
解
で
き
る
信

仰
に
関
わ
る
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
、
キ

リ
ス
ト
教
に
関
心
の
な
い
大
衆
か
ら

も
注
目
を
浴
び
た
の
で
あ
る
。

　
聴
取
者
に
は
、
希
望
に
応
じ
、
全
国

に
設
置
さ
れ
た
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー

か
ら
、
出
版
物
の
少
な
い
時
代
と
は
言

え
、
当
時
の
日
本
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
聖
書
通
信
講
座
」
が
発
送
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
放
送
事
業
に
深
く
関
わ
り
、
こ

の
通
信
講
座
を
手
掛
か
り
に
教
会
出
席

者
の
数
を
増
加
さ
せ
た
の
は
、 全
国
に

　

　



（3） （2）

散
在
す
る
ル
ー
テ
ル
教
会
の
信
徒
と
教

職
で
あ
っ
た
。　
聴
取
者
を
訪
ね
て
、
熱

心
に
訪
問
す
る
ル
ー
テ
ル
教
会
の
信

徒
、教
職
は
、「
福
音
を
伝
え
る
」と
言
う

信
仰
と
希
望
に
燃
え
て
い
た
。こ
の

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
名
は
世
界
に
知

ら
れ
、
並
行
し
て
マ
ス
・
コ
ミ
に
関
す

る
関
心
は
、時
と
共
に
深
く
な
り
、後
に

世
界
ル
ー
テ
ル
連
盟
は
、マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
研
究
所
を
東
京
銀
座
に
設
置
し
た
。

　
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
も
、「
マ

ス
・
コ
ミ
講
座
」
を
開
設
し
放
送
伝
道

に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
。

　
信
徒
数
は
、
目
に
見
え
て
増
加
し
、

ル
ー
テ
ル
派
諸
教
会
は
、
ル
ー
テ
ル
・

ア
ワ
ー
放
送
に
積
極
的
に
加
わ
っ
た
。

　
民
間
放
送
は
、
間
も
な
く
テ
レ
ビ
放

送
も
開
始
、
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
こ

れ
に
も
参
加
し
た
。「
世
界
に
香
る
日
本

人
」な
ど
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ

り
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
も
高
騰
す
る

時
代
を
迎
え
る
。事
業
継
続
が
苦
し
く

な
り
、
無
期
限
に
ア
メ
リ
カ
信
徒
連
盟

に
依
存
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
ま
た

教
会
の
財
政
収
入
に
も
限
界
が
あ
り
、

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、
遂
に
経
済
的

理
由
に
よ
り
有
能
な
人
物
や
教
会
人
を

輩
出
し
た
後
、徐
々
に
衰
え
を
見
せ
始

め
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
こ
の
事
業
か
ら

撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
１
９
５
１
年
日
本
で
民
間
放
送
開
始

と
共
に
始
ま
っ
た「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」

は
、ラ
ジ
オ
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
伝
道
の
草

分
け
で
あ
る
。日
本
中
ど
こ
で
で
も
聴
け

る
番
組
と
し
て
20
世
紀
後
半
の
宣
教
に

多
大
の
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、番
組
制
作
と

聖
書
通
信
講
座(
初
級
12
課
、中
級
６
課
、

上
級
６
課)

の
２
本
柱
が
あ
り
番
組
制

作
は
東
京
で
、放
送
を
聴
い
て
聖
書
通
信

講
座
受
講
を
申
込
ん
だ
人
た
ち
の
指
導

の
た
め
に
各
地
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。聴
取
者
の

数
は
、う
な
ぎ
上
り
で
受
講
者
の
指
導
と

教
会
紹
介
は
、教
会
に
と
っ
て
貴
重
な
宣

教
源
で
し
た
。

[

セ
ン
タ
ー
の
開
設]

　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
１
９
５

４
年
に
福
岡
市
呉
服
町
に
あ
っ
た
西
日

本
新
生
館
３
階
に
、ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー

九
州
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
Ｊ・Ａ・
シ
ェ
ー
ラ
ー
師
が
板
付(

現

福
岡
国
際
空
港)

に
あ
っ
た
米
軍
の
チ
ャ

ペ
ル
か
ら
１
０
０
＄(

三
万
六
千
円)

の

寄
附
を
頂
き
、
今
で
い
う
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ツ
プ
で
中
古
の
事
務
机
と
ス
チ
ー

ル
ロ
ッ
カ
ー
を
購
入
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
す
。後
に
九
州
で
は
、熊
本
支
局
、

長
崎
支
局
、
鹿
児
島
支
局
を
加
え
、
職
員

も
大
野
福
子
、猿
渡
け
い
、石
丸
寿
子
、白

川
清
の
４
名
と
な
り
、
日
本
一
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
と
成
長
し
ま
し

た
。

　
受
講
者
の
中
に
は
刑
務
所
に
収
容
さ

れ
て
い
る
人
も
多
く
、番
組
制
作
者
の
関

谷
五
十
二
先
生
を
招
い
て
九
州
各
県
の

刑
務
所
を
訪
問
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｌ・
ネ
ー
ビ
ー
師
の
企
画
で
福

岡
県
中
部
地
方
在
住
の
受
講
者
を
安
宿

と
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
、ひ
と
り

一
人
訪
ね
て
行
く
、伝
道
旅
行
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
う
し
て
何
と
か
受
講
者

を
最
寄
り
の
教
会
へ
紹
介
し
て
行
く
、と

い
う
働
き
が
日
夜
、祈
り
の
う
ち
に
進
め

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
間
、日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

伝
道
へ
の
関
心
は
高
く
、
静
岡
セ
ン

タ
ー
、
名
古
屋
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、

そ
の
働
き
は
充
実
し
、全
国
各
地
の
教
会

の
宣
教
に
利
す
る
こ
と
大
で
し
た
。特
に

開
拓
伝
道
に
は
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の

資
料
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

[

番
組
制
作]

　
１
９
８
０
年
代
に
入
っ
て
日
本
ル
ー

テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、
冠
の
「
ル
ー
テ
ル
・

ア
ワ
ー
」だ
け
を
残
し
て
、
番
組
制
作
を

ル
ー
テ
ル
各
派
に
委
ね
ま
し
た
。

　
西
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
が「
心
に

光
を
」正
木
茂
牧
師
。

　
近
畿
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
が「
ラ
ジ
オ

福
音
手
帳
」岩
井
代
三
牧
師
。

　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
東
海
教

区
静
岡
地
区
に
番
組
制
作
委
員
会
を
設

け
ま
し
た
。委
員
会
・
長
尾
博
吉
牧
師
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
谷
川
卓
三
牧
師
、

村
松
由
紀
夫
牧
師
、
白
川
清
牧
師
。静
岡

放
送
か
ら
篠
ヶ
谷
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、武

田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。

　
社
会
問
題
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
織
込

ん
だ
「
心
の
広
場
」
を
１
９
８
１
年
か
ら

３
年
間
放
送
し
ま
し
た
。

　
１
９
８
７
年
か
ら
３
年
間
は
、ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
「
こ
こ
ろ
の
歌
」
を
白
川
清

牧
師
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
制
作
に
は
原
田
正
治
主
宰
、
湯
口

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
立
会
い
、
録
音
は
四

谷
ス
タ
ジ
オ
で
２
カ
月
に
一
度
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
教
会
讃
美
歌

が
用
い
ら
れ
、
特
に
１
９
８
０
年
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
国
際
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
ク
ー

ル
の
男
声
部
門
で
優
勝
し
た
今
仲
幸

雄
さ
ん
の
独
唱
は
注
目
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

[

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
貢
献]

　
１
９
５
１
年
、
民
間
の
ラ
ジ
オ
放
送

が
始
ま
る
と
同
時
に
、
関
谷
五
十
二
先

生
の
脚
本
に
よ
る
ド
ラ
マ
「
こ
の
人
を

見
よ
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
新
し
い

ウ
ェ
ー
ブ
を
強
烈
に
、
そ
し
て
確
実
に

起
こ
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
と
い
え
ば
、

禁
酒
禁
煙
の
真
面
目
な
歩
み
が
誰
の

心
に
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ド
ラ
マ
が
始
ま
る
と
い

き
な
り「
泥
棒
!
」と
叫
ぶ
展
開
に
、
聴

取
者
は
段
「々
お
や
、
一
寸
違
う
ぞ
」と

旧
態
依
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

ら
れ
て
行
き
、
聖
書
を
学
ん
で
み
よ
う

か
、
と
聖
書
通
信
講
座
の
受
講
に
よ
っ

て
教
会
へ
の
門
を
大
き
く
開
い
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。シ
ニ
ア
年
代
以
上
の

方
々
は
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
こ
と

を
誰
も
が
良
く
知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
非
公
式
で
す
が
、
ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
を
通
し
て
牧
師
、
伝
道
者

に
な
ら
れ
た
方
々
が
教
派
を
こ
え
て

70
名
余
名
を
数
え
て
い
ま
す
。ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
は
、
放
送
伝
道
の
草
分
け

で
す
が
、20
世
紀
後
半
の
日
本
の
宣
教

に
大
き
な
貢
献
を
し
て
２
０
０
３
年
、

そ
の
働
き
を
閉
じ
ま
し
た
。

白
川
　
清(

定
年
教
師)

　
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
に
は
ラ
ジ
オ
番

組
制
作
部
門
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
部
門

の
二
面
が
あ
り
ま
し
た
。前
者
は
名
称

を「
日
本
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」と
称
し
、

米
国
の
ル
ー
テ
ル
信
徒
連
盟
（
本
部
米

セ
ン
ト
ル
イ
ス
）の
日
本
支
部
で
、
私
は

そ
こ
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

　
米
信
徒
連
盟
は
米
ミ
ズ
ー
リ
派

ル
ー
テ
ル
教
会
の
会
員
が
主
で
、
ミ

ズ
ー
リ
派
日
本
宣
教
団
が
ま
だ
戦
後

Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
に
来
日
し
、
そ
の
宣
教

を
背
後
か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
日
本
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に

は
電
波
が
広
範
に
伝
播
す
る
こ
と
か

ら
、
当
初
よ
り
ミ
ズ
ー
リ
系
の
教
会
だ

け
で
な
く
、
そ
の
他
の
日
本
に
あ
る

ル
ー
テ
ル
教
会
と
協
力
関
係
を
結
ぶ

メ
デ
ィ
ア
伝
道
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
こ
の
方
策
は
そ
の
後
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
伝
道
形
態
の
さ
き
が
け
と
な

り
、
伝
道
の
成
功
の
一
大
要
因
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
放
送
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
は
各
地
教
会
事
務
所
や
地
元

教
会
が
担
当
す
る
聖
書
通
信
講
座
に

よ
り
聴
取
者
を
地
元
教
会
に
導
く
と

い
う
目
的
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
２
０
年
代
か
ら
の
米
国
ラ
ジ

オ
伝
道
の
経
験
か
ら
、
日
本
で
も
聖
書

通
信
講
座
が
番
組
制
作
と
並
行
し
て

準
備
さ
れ
た
の
で
す
。１
９
５
１
年
11

月
の
最
初
の
放
送
の
直
後
か
ら
、
聖
書

通
信
講
座
は
地
域
教
会
と
通
信
講
座

受
講
生
と
の
間
の
架
け
橋
と
な
り
ま

し
た
。電
波
と
紙
媒
体
、
そ
し
て
地
域

教
会
と
の
３
つ
の
関
係
構
築
は
日
本

の
伝
道
の
成
功
例
と
も
言
え
る
で

し
ょ
う
。よ
く
放
送
は
「
送
り
放
な
し
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
広
が
り
を
収

束
し
た
の
が
通
信
講
座
で
あ
り
、
各
地

に
散
在
し
た
教
会
だ
っ
た
の
で
す
。負

を
プ
ラ
ス
に
換
え
る
方
策
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。　

　 

さ
て
、ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
初
期

の
歴
史
は
、
日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
の
歴

史
編
纂
委
員
会
刊
の
発
行
物
や
教
団

の
資
料
室
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

は
私
の
個
人
的
な
回
顧
を
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
私
が
日
本
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
に

正
式
に
入
社
し
た
の
は
１
９
８
１
年

春
で
し
た
。当
時
は
原
田
正
治
氏
が
総

責
任
者
で
あ
り
、番
組
の
制
作
か
ら
総

務
的
な
米
国
と
の
折
衝
ま
で
責
任
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。原
田
氏
は
ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
を
全
国
的
に
有
名
に
し

た
関
屋
五
十
二
氏
の
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ

マ
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
関
屋
氏
は
戦
前
の
子
ど
も
向
け
ラ

ジ
オ
・
ニ
ュ
ー
ス
「
子
供
の
時
間
」
の

解
説
者
と
し
て
著
名
な
方
で
、
１
９
５

０
年
代
か
ら
の
日
本
の
ラ
ジ
オ
黄
金

時
代
の
一
翼
を
担
っ
た
人
物
で
も
あ

り
ま
す
。こ
の
時
代
、日
本
の
ラ
ジ
オ
・

ド
ラ
マ
は
世
界
で
も
評
価
が
高
く
、
多

く
の
番
組
制
作
者
が
海
外
か
ら
日
本

に
学
び
に
来
た
時
代
で
し
た
。こ
の
関

屋
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
質
の
高
い

番
組
が
制
作
さ
れ
た
の
で
す
。そ
れ
は

制
作
者
・
出
演
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も

こ
の
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
１
ド
ル
３
６
０
円
の
時
期
は
終
わ

り
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
私
が

か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
は

す
で
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
ラ
ジ
オ
か

ら
テ
レ
ビ
に
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
の
１

９
９
０
年
代
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

黎
明
期
へ
と
突
入
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
最
初
の
民
間
宗
教
番
組
で

あ
る
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
も
宗
教
番

組
と
し
て
、
次
第
に
早
朝
に
追
い
や
ら

れ
、
か
つ
て
は
日
本
全
国
の
地
方
局
で

放
送
し
て
い
た「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」

も
１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
10
数
局

に
ま
で
減
少
し
、番
組
も
ド
ラ
マ
か
ら

「
一
人
語
り
」
へ
と
移
行
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
他
の
番
組
で
は
、
首
都
圏
で

は
、
原
田
正
治
氏
が
出
演
し
た
「
カ
プ

セ
ル
メ
イ
ト
」
が
毎
晩
深
夜
に
、
そ
し

て
Ｆ
Ｍ
東
京
の
「
夜
の
名
曲
」
が

「
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
」
の
終
了
後

の
数
少
な
い
深
夜
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
番
組
で
し
た
。

　
米
国
か
ら
の
予
算
も
円
高
に
よ
り

目
減
り
し
、
あ
わ
せ
て
ラ
ジ
オ
制
作
は

１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
北
海
道
、
関

西
な
ど
で
な
る
べ
く
自
立
採
算
へ
の

方
向
で
動
い
て
い
き
ま
し
た
。北
海
道

で
は
日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
の
門
木
文

雄
牧
師
、
関
西
で
は
西
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
教
会
の
正
木
茂
牧
師
、
有
木
義
岳

牧
師
、
近
畿
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
で
は

岩
井
代
三
牧
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
番
組

で
長
く
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め

ま
し
た
。

　
東
京
で
の
制
作
は
、
い
つ
も
夜
に
収

録
さ
れ
、
当
時
は
タ
バ
コ
の
煙
が
充
満

す
る
調
整
室
で
の
立
会
い
が
当
た
り

前
で
し
た
。１
９
９
１
年
の
バ
ブ
ル
崩

壊
時
に
は
銀
座
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
の

帰
り
に
、
人
通
り
の
少
な
い
銀
座
通
り

を
見
て
一
時
代
の
終
焉
を
感
じ
た
も

の
で
す
。

　
東
京
事
務
所
の
仕
事
は
制
作
以
外

に
地
方
ラ
ジ
オ
放
送
局
と
の
関
係
維

持
、こ
れ
ら
は
大
宣
社
と
い
う
広
告
代

理
店
を
通
し
て
の
業
務
で
し
た
。こ
の

代
理
店
の
担
当
者
竹
淵
元
昭
氏
か
ら

は
、
名
刺
の
差
出
し
方
、
コ
ー
ト
の
置

き
方
、
社
長
室
の
入
り
方
ま
で
厳
し
く

指
導
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
学
校
で
は

誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
こ
と
で
し
た

し
、収
録
後
に
酒
屋
で
、「
何
も
知
ら
な

い
最
近
の
若
者
」
と
小
言
を
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
。こ
れ
も
今
省
み
る
と
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。

　
九
段
坂
上
に
事
務
所
が
あ
っ
た
１

９
８
０
年
代
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ル
ソ

ン
宣
教
師
の
机
も
事
務
所
内
に
あ
り
、

ま
た
逸
見
義
典
牧
師
や
通
信
講
座
の

小
山
英
子
さ
ん
、
聖
文
舎
の
田
沢
宏
子

さ
ん
、
経
理
の
野
村
里
美
さ
ん
な
ど
、

教
会
内
外
の
各
方
面
か
ら
本
当
に
多

彩
な
人
々
が
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
に

か
か
わ
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

（
元
日
本
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
総
責
任
者
、

２
０
０
３
年
３
月
退
社
）

日本ルーテル・アワーの思い出

　　　　　　　湯口隆司

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
貢
献



（3） （2）

散
在
す
る
ル
ー
テ
ル
教
会
の
信
徒
と
教

職
で
あ
っ
た
。　
聴
取
者
を
訪
ね
て
、
熱

心
に
訪
問
す
る
ル
ー
テ
ル
教
会
の
信

徒
、教
職
は
、「
福
音
を
伝
え
る
」と
言
う

信
仰
と
希
望
に
燃
え
て
い
た
。こ
の

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
名
は
世
界
に
知

ら
れ
、
並
行
し
て
マ
ス
・
コ
ミ
に
関
す

る
関
心
は
、時
と
共
に
深
く
な
り
、後
に

世
界
ル
ー
テ
ル
連
盟
は
、マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
研
究
所
を
東
京
銀
座
に
設
置
し
た
。

　
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
も
、「
マ

ス
・
コ
ミ
講
座
」
を
開
設
し
放
送
伝
道

に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
。

　
信
徒
数
は
、
目
に
見
え
て
増
加
し
、

ル
ー
テ
ル
派
諸
教
会
は
、
ル
ー
テ
ル
・

ア
ワ
ー
放
送
に
積
極
的
に
加
わ
っ
た
。

　
民
間
放
送
は
、
間
も
な
く
テ
レ
ビ
放

送
も
開
始
、
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
こ

れ
に
も
参
加
し
た
。「
世
界
に
香
る
日
本

人
」な
ど
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ

り
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
も
高
騰
す
る

時
代
を
迎
え
る
。事
業
継
続
が
苦
し
く

な
り
、
無
期
限
に
ア
メ
リ
カ
信
徒
連
盟

に
依
存
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
ま
た

教
会
の
財
政
収
入
に
も
限
界
が
あ
り
、

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、
遂
に
経
済
的

理
由
に
よ
り
有
能
な
人
物
や
教
会
人
を

輩
出
し
た
後
、徐
々
に
衰
え
を
見
せ
始

め
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
こ
の
事
業
か
ら

撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
１
９
５
１
年
日
本
で
民
間
放
送
開
始

と
共
に
始
ま
っ
た「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」

は
、ラ
ジ
オ
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
伝
道
の
草

分
け
で
あ
る
。日
本
中
ど
こ
で
で
も
聴
け

る
番
組
と
し
て
20
世
紀
後
半
の
宣
教
に

多
大
の
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、番
組
制
作
と

聖
書
通
信
講
座(

初
級
12
課
、中
級
６
課
、

上
級
６
課)

の
２
本
柱
が
あ
り
番
組
制

作
は
東
京
で
、放
送
を
聴
い
て
聖
書
通
信

講
座
受
講
を
申
込
ん
だ
人
た
ち
の
指
導

の
た
め
に
各
地
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。聴
取
者
の

数
は
、う
な
ぎ
上
り
で
受
講
者
の
指
導
と

教
会
紹
介
は
、教
会
に
と
っ
て
貴
重
な
宣

教
源
で
し
た
。

[

セ
ン
タ
ー
の
開
設]

　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
１
９
５

４
年
に
福
岡
市
呉
服
町
に
あ
っ
た
西
日

本
新
生
館
３
階
に
、ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー

九
州
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
Ｊ・Ａ・
シ
ェ
ー
ラ
ー
師
が
板
付(

現

福
岡
国
際
空
港)

に
あ
っ
た
米
軍
の
チ
ャ

ペ
ル
か
ら
１
０
０
＄(

三
万
六
千
円)

の

寄
附
を
頂
き
、
今
で
い
う
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ツ
プ
で
中
古
の
事
務
机
と
ス
チ
ー

ル
ロ
ッ
カ
ー
を
購
入
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
す
。後
に
九
州
で
は
、熊
本
支
局
、

長
崎
支
局
、
鹿
児
島
支
局
を
加
え
、
職
員

も
大
野
福
子
、猿
渡
け
い
、石
丸
寿
子
、白

川
清
の
４
名
と
な
り
、
日
本
一
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
と
成
長
し
ま
し

た
。

　
受
講
者
の
中
に
は
刑
務
所
に
収
容
さ

れ
て
い
る
人
も
多
く
、番
組
制
作
者
の
関

谷
五
十
二
先
生
を
招
い
て
九
州
各
県
の

刑
務
所
を
訪
問
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｌ・
ネ
ー
ビ
ー
師
の
企
画
で
福

岡
県
中
部
地
方
在
住
の
受
講
者
を
安
宿

と
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
、ひ
と
り

一
人
訪
ね
て
行
く
、伝
道
旅
行
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
う
し
て
何
と
か
受
講
者

を
最
寄
り
の
教
会
へ
紹
介
し
て
行
く
、と

い
う
働
き
が
日
夜
、祈
り
の
う
ち
に
進
め

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
間
、日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

伝
道
へ
の
関
心
は
高
く
、
静
岡
セ
ン

タ
ー
、
名
古
屋
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、

そ
の
働
き
は
充
実
し
、全
国
各
地
の
教
会

の
宣
教
に
利
す
る
こ
と
大
で
し
た
。特
に

開
拓
伝
道
に
は
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の

資
料
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

[

番
組
制
作]

　
１
９
８
０
年
代
に
入
っ
て
日
本
ル
ー

テ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、
冠
の
「
ル
ー
テ
ル
・

ア
ワ
ー
」だ
け
を
残
し
て
、
番
組
制
作
を

ル
ー
テ
ル
各
派
に
委
ね
ま
し
た
。

　
西
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
が「
心
に

光
を
」正
木
茂
牧
師
。

　
近
畿
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
が「
ラ
ジ
オ

福
音
手
帳
」岩
井
代
三
牧
師
。

　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
東
海
教

区
静
岡
地
区
に
番
組
制
作
委
員
会
を
設

け
ま
し
た
。委
員
会
・
長
尾
博
吉
牧
師
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
谷
川
卓
三
牧
師
、

村
松
由
紀
夫
牧
師
、
白
川
清
牧
師
。静
岡

放
送
か
ら
篠
ヶ
谷
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、武

田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。

　
社
会
問
題
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
織
込

ん
だ
「
心
の
広
場
」
を
１
９
８
１
年
か
ら

３
年
間
放
送
し
ま
し
た
。

　
１
９
８
７
年
か
ら
３
年
間
は
、ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
「
こ
こ
ろ
の
歌
」
を
白
川
清

牧
師
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
制
作
に
は
原
田
正
治
主
宰
、
湯
口

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
立
会
い
、
録
音
は
四

谷
ス
タ
ジ
オ
で
２
カ
月
に
一
度
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
教
会
讃
美
歌

が
用
い
ら
れ
、
特
に
１
９
８
０
年
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
国
際
バ
ッ
ハ
・
コ
ン
ク
ー

ル
の
男
声
部
門
で
優
勝
し
た
今
仲
幸

雄
さ
ん
の
独
唱
は
注
目
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

[

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
貢
献]

　
１
９
５
１
年
、
民
間
の
ラ
ジ
オ
放
送

が
始
ま
る
と
同
時
に
、
関
谷
五
十
二
先

生
の
脚
本
に
よ
る
ド
ラ
マ
「
こ
の
人
を

見
よ
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
新
し
い

ウ
ェ
ー
ブ
を
強
烈
に
、
そ
し
て
確
実
に

起
こ
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
と
い
え
ば
、

禁
酒
禁
煙
の
真
面
目
な
歩
み
が
誰
の

心
に
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ド
ラ
マ
が
始
ま
る
と
い

き
な
り「
泥
棒
!
」と
叫
ぶ
展
開
に
、
聴

取
者
は
段
「々
お
や
、
一
寸
違
う
ぞ
」と

旧
態
依
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

ら
れ
て
行
き
、
聖
書
を
学
ん
で
み
よ
う

か
、
と
聖
書
通
信
講
座
の
受
講
に
よ
っ

て
教
会
へ
の
門
を
大
き
く
開
い
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。シ
ニ
ア
年
代
以
上
の

方
々
は
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
こ
と

を
誰
も
が
良
く
知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
非
公
式
で
す
が
、
ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
を
通
し
て
牧
師
、
伝
道
者

に
な
ら
れ
た
方
々
が
教
派
を
こ
え
て

70
名
余
名
を
数
え
て
い
ま
す
。ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
は
、
放
送
伝
道
の
草
分
け

で
す
が
、20
世
紀
後
半
の
日
本
の
宣
教

に
大
き
な
貢
献
を
し
て
２
０
０
３
年
、

そ
の
働
き
を
閉
じ
ま
し
た
。

白
川
　
清(

定
年
教
師)

　
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
に
は
ラ
ジ
オ
番

組
制
作
部
門
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
部
門

の
二
面
が
あ
り
ま
し
た
。前
者
は
名
称

を「
日
本
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」と
称
し
、

米
国
の
ル
ー
テ
ル
信
徒
連
盟
（
本
部
米

セ
ン
ト
ル
イ
ス
）の
日
本
支
部
で
、
私
は

そ
こ
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

　
米
信
徒
連
盟
は
米
ミ
ズ
ー
リ
派

ル
ー
テ
ル
教
会
の
会
員
が
主
で
、
ミ

ズ
ー
リ
派
日
本
宣
教
団
が
ま
だ
戦
後

Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
に
来
日
し
、
そ
の
宣
教

を
背
後
か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
日
本
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に

は
電
波
が
広
範
に
伝
播
す
る
こ
と
か

ら
、
当
初
よ
り
ミ
ズ
ー
リ
系
の
教
会
だ

け
で
な
く
、
そ
の
他
の
日
本
に
あ
る

ル
ー
テ
ル
教
会
と
協
力
関
係
を
結
ぶ

メ
デ
ィ
ア
伝
道
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
こ
の
方
策
は
そ
の
後
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
伝
道
形
態
の
さ
き
が
け
と
な

り
、
伝
道
の
成
功
の
一
大
要
因
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
放
送
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
は
各
地
教
会
事
務
所
や
地
元

教
会
が
担
当
す
る
聖
書
通
信
講
座
に

よ
り
聴
取
者
を
地
元
教
会
に
導
く
と

い
う
目
的
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
２
０
年
代
か
ら
の
米
国
ラ
ジ

オ
伝
道
の
経
験
か
ら
、
日
本
で
も
聖
書

通
信
講
座
が
番
組
制
作
と
並
行
し
て

準
備
さ
れ
た
の
で
す
。１
９
５
１
年
11

月
の
最
初
の
放
送
の
直
後
か
ら
、
聖
書

通
信
講
座
は
地
域
教
会
と
通
信
講
座

受
講
生
と
の
間
の
架
け
橋
と
な
り
ま

し
た
。電
波
と
紙
媒
体
、
そ
し
て
地
域

教
会
と
の
３
つ
の
関
係
構
築
は
日
本

の
伝
道
の
成
功
例
と
も
言
え
る
で

し
ょ
う
。よ
く
放
送
は
「
送
り
放
な
し
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
広
が
り
を
収

束
し
た
の
が
通
信
講
座
で
あ
り
、
各
地

に
散
在
し
た
教
会
だ
っ
た
の
で
す
。負

を
プ
ラ
ス
に
換
え
る
方
策
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。　

　 

さ
て
、ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
初
期

の
歴
史
は
、
日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
の
歴

史
編
纂
委
員
会
刊
の
発
行
物
や
教
団

の
資
料
室
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

は
私
の
個
人
的
な
回
顧
を
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
私
が
日
本
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
に

正
式
に
入
社
し
た
の
は
１
９
８
１
年

春
で
し
た
。当
時
は
原
田
正
治
氏
が
総

責
任
者
で
あ
り
、番
組
の
制
作
か
ら
総

務
的
な
米
国
と
の
折
衝
ま
で
責
任
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。原
田
氏
は
ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
を
全
国
的
に
有
名
に
し

た
関
屋
五
十
二
氏
の
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ

マ
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
関
屋
氏
は
戦
前
の
子
ど
も
向
け
ラ

ジ
オ
・
ニ
ュ
ー
ス
「
子
供
の
時
間
」
の

解
説
者
と
し
て
著
名
な
方
で
、
１
９
５

０
年
代
か
ら
の
日
本
の
ラ
ジ
オ
黄
金

時
代
の
一
翼
を
担
っ
た
人
物
で
も
あ

り
ま
す
。こ
の
時
代
、日
本
の
ラ
ジ
オ
・

ド
ラ
マ
は
世
界
で
も
評
価
が
高
く
、
多

く
の
番
組
制
作
者
が
海
外
か
ら
日
本

に
学
び
に
来
た
時
代
で
し
た
。こ
の
関

屋
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
質
の
高
い

番
組
が
制
作
さ
れ
た
の
で
す
。そ
れ
は

制
作
者
・
出
演
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も

こ
の
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
１
ド
ル
３
６
０
円
の
時
期
は
終
わ

り
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
私
が

か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
は

す
で
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
ラ
ジ
オ
か

ら
テ
レ
ビ
に
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
の
１

９
９
０
年
代
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

黎
明
期
へ
と
突
入
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
最
初
の
民
間
宗
教
番
組
で

あ
る
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
も
宗
教
番

組
と
し
て
、
次
第
に
早
朝
に
追
い
や
ら

れ
、
か
つ
て
は
日
本
全
国
の
地
方
局
で

放
送
し
て
い
た「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」

も
１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
10
数
局

に
ま
で
減
少
し
、番
組
も
ド
ラ
マ
か
ら

「
一
人
語
り
」
へ
と
移
行
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
他
の
番
組
で
は
、
首
都
圏
で

は
、
原
田
正
治
氏
が
出
演
し
た
「
カ
プ

セ
ル
メ
イ
ト
」
が
毎
晩
深
夜
に
、
そ
し

て
Ｆ
Ｍ
東
京
の
「
夜
の
名
曲
」
が

「
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
」
の
終
了
後

の
数
少
な
い
深
夜
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
番
組
で
し
た
。

　
米
国
か
ら
の
予
算
も
円
高
に
よ
り

目
減
り
し
、
あ
わ
せ
て
ラ
ジ
オ
制
作
は

１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
北
海
道
、
関

西
な
ど
で
な
る
べ
く
自
立
採
算
へ
の

方
向
で
動
い
て
い
き
ま
し
た
。北
海
道

で
は
日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
の
門
木
文

雄
牧
師
、
関
西
で
は
西
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
教
会
の
正
木
茂
牧
師
、
有
木
義
岳

牧
師
、
近
畿
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
で
は

岩
井
代
三
牧
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
番
組

で
長
く
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め

ま
し
た
。

　
東
京
で
の
制
作
は
、
い
つ
も
夜
に
収

録
さ
れ
、
当
時
は
タ
バ
コ
の
煙
が
充
満

す
る
調
整
室
で
の
立
会
い
が
当
た
り

前
で
し
た
。１
９
９
１
年
の
バ
ブ
ル
崩

壊
時
に
は
銀
座
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
の

帰
り
に
、
人
通
り
の
少
な
い
銀
座
通
り

を
見
て
一
時
代
の
終
焉
を
感
じ
た
も

の
で
す
。

　
東
京
事
務
所
の
仕
事
は
制
作
以
外

に
地
方
ラ
ジ
オ
放
送
局
と
の
関
係
維

持
、こ
れ
ら
は
大
宣
社
と
い
う
広
告
代

理
店
を
通
し
て
の
業
務
で
し
た
。こ
の

代
理
店
の
担
当
者
竹
淵
元
昭
氏
か
ら

は
、
名
刺
の
差
出
し
方
、
コ
ー
ト
の
置

き
方
、
社
長
室
の
入
り
方
ま
で
厳
し
く

指
導
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
学
校
で
は

誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
こ
と
で
し
た

し
、収
録
後
に
酒
屋
で
、「
何
も
知
ら
な

い
最
近
の
若
者
」
と
小
言
を
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
。こ
れ
も
今
省
み
る
と
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。

　
九
段
坂
上
に
事
務
所
が
あ
っ
た
１

９
８
０
年
代
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ル
ソ

ン
宣
教
師
の
机
も
事
務
所
内
に
あ
り
、

ま
た
逸
見
義
典
牧
師
や
通
信
講
座
の

小
山
英
子
さ
ん
、
聖
文
舎
の
田
沢
宏
子

さ
ん
、
経
理
の
野
村
里
美
さ
ん
な
ど
、

教
会
内
外
の
各
方
面
か
ら
本
当
に
多

彩
な
人
々
が
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
に

か
か
わ
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

（
元
日
本
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
総
責
任
者
、

２
０
０
３
年
３
月
退
社
）

日本ルーテル・アワーの思い出

　　　　　　　湯口隆司

ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
貢
献



（5） （4）

　
全
国
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
た
、「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
伝
道
」
の
多
岐
に
わ

た
る
取
組
み
の
内
、
当
時
と
し
て
は

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

山
口
地
区
宣
教
協
議
会
（
山
口
・
島

根
県
下
の
ル
ー
テ
ル
教
会
で
組
織
。

代
表
は
小
泉
潤
牧
師
）と
、日
本
ル
ー

テ
ル
ア
ワ
ー（
担
当
は
逸
見
義
典
牧

師
）、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
伝
道
担
当
主

事
（
岡
田
曠
吉
牧
師
・
岩
井
代
三
牧

師
）の
三
者
の
協
議
と
協
力
で
、現
地

で
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作
と
放
送
を

し
た
の
で
す
。

　
地
方
の
教
会
の
成
長
と
活
性
化
を

図
る
こ
と
と
、「
ル
ー
テ
ル
教
会
」を

広
く
告
知
す
る
こ
と
。番
組
を
媒
体

と
し
て
若
い
世
代
の
聴
取

者
と
の
対
話
を
試
み
る
こ

と
な
ど
を
主
眼
と
し
て
、
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。幸

い
な
こ
と
で
し
た
が
、
山
口

県
と
北
九
州
を
放
送
エ
リ

ヤ
と
し
て
い
た
「
Ｋ
Ｒ
Ｙ
山

口
放
送
」
の
全
面
的
な
理
解

と
協
力
を
得
ら
れ
て
、
１
９

７
５
年
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
伝
道
の
一
環
と
し
て
開

始
し
ま
し
た
が
、
そ
の
事
業

の
期
限
が
終
了
し
た
後
も
、

継
続
が
許
さ
れ
て
、
１
９
８

１
年
ま
で
７
年
間
放
送
し

ま
し
た
。

　
番
組
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ル
ー
テ
ル
・

ア
ワ
ー『
水
色
の
ポ
エ
ム
』か
ら
、『
き

の
う
か
な
　
今
日
か
な
?
』『
メ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
05
』
へ
と
変
わ
り
ま
し
た

が
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
夜
11
時
台

か
ら
12
時
台
の
15
分
間
の
帯
番
組
で

あ
っ
た
こ
と
や
、渡
邉
純
幸
牧
師
、H
・

フ
レ
ン
チ
宣
教
師
と
私
、
市
原
の
三
人

が
各
担
当
の
曜
日
に
、
山
口
放
送
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
聴
取
者
の
は
が
き
や

手
紙
を
読
ん
で
、
リ
ク
エ
ス
ト
曲
が
あ

れ
ば
一
曲
応
え
て
、
感
想
や
意
見
を
電

波
に
乗
せ
る
と
い
う
内
容
は
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。（
写
真
上
）

　
週
当
た
り
20
通
〜
５
、
６
０
通
の

葉
書
、
封
書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。聴
取
対
象
を
中
高
生
か
ら
20
代

前
半
の
世
代
に
絞
り
ま
し
た
か
ら
、

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
や
投
書
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
の
世
代
か
ら
の
も
の
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の

主
要
な
教
会
暦
で
の
行
事
に
は
、
案

内
と
招
き
を
織
り
込
み
ま
し
た
が
、

宣
伝
臭
く
な
い
コ
ピ
ー
を
み
ん
な

で
、「
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な

い
」
と
知
恵
を
出
し
合
っ
た
の
も
な

つ
か
し
い
想
い
出
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
番
組
制
作
と
共
に
、
力
を
入
れ
た

こ
と
は
、聴
取
者
と
聴
取
者
が
、そ
し

て
私
た
ち
と
が
、
実
際
に
顔
と
顔
を

合
わ
せ
て
集
う
交
流
会「
聴
取
者
の
集

い
」（
写
真
右
）
を
二
ケ
月
に
一
回
は

開
催
す
る
こ
と
で
し
た
。

　
番
組
で
は
匿
名
で
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
番
組
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
身
分
を

明
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
し
た
。架
空
の
人
間
が
出

来
上
が
る
の
が
番
組
の
常
で
す
が
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
も
の
に
し
な
い
た
め

に
、
極
力
、
真
面
目
に
、
真
顔
で
向
か

い
合
う
こ
と
を
聴
取
者
と
ス
タ
ッ
フ

で
共
有
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。そ
れ
ら
の
事
情
も
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。「
聴
取
者
の
集
い
」に
は
、常

連
の
メ
ン
バ
ー
を
含
め
て
、
い
ろ
ん

な
世
代
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。家

庭
の
こ
と
、学
校
の
こ
と
、友
人
の
こ

と
、将
来
の
夢
な
ど
、番
組
の
内
容
と

同
じ
こ
と
が
実
際
に
話
し
合
わ
れ
た

り
、
楽
し
く
ゲ
ー
ム
に
興
じ
た
り
の

集
い
で
し
た
。い
ろ
ん
な
高
校
の「
文

化
祭
」
に
招
か
れ
て
挨
拶
が
出
来
ま

し
た
。先
生
た
ち
も
番
組
を
聴
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
１
９
８
２
年
３
月
の
番
組
終
了
と

相
前
後
し
て
、
渡
邉
牧
師
は
ド
イ
ツ

で
の
交
換
牧
師
に
向
か
い
ま
し
た
。

フ
レ
ン
チ
宣
教
師
も
ド
ク
タ
ー
Th
取

得
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
神
学
校
へ

再
入
学
。私
も
岡
山
教
会
へ
と
転
任

し
ま
し
た
。岡
山
へ
転
任
後
も
、２
年

間
ほ
ど
は
、
番
組
の
聴
取
者
が
訪
ね

て
く
れ
た
の
も
喜
び
で
し
た
。山
口
・

島
根
地
区
の
教
会
に
結
び
付
け
ら
れ

て
、
教
会
生
活
を
続
け
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
は
、
指
折
り
で
数
え
ら
れ

る
ほ
ど
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

牧
師
や
会
員
の
方
か
ら
、
消
息
を
お

聞
き
す
る
と
き
、
20
代
後
半
か
ら
30

代
前
半
の
、が
む
し
ゃ
ら
な
働
き
を
、

ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
応

援
く
だ
さ
っ
た
、諸
先
輩
、関
係
者
に

改
め
て
感
謝
し
な
け
れ
ば
と
思
わ
さ

れ
ま
す
。

　
現
在
で
は
事
情
も
異
な
り
ま
す

が
、宗
教
番
組
が
、早
朝
の
時
間
帯
だ

け
に
限
定
さ
れ
て
い
た
そ
の
こ
ろ

に
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
番

組
と
放
送
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
感
謝
す
る
も
の
で
す
。

西
中
国
地
区（
山
口
県
・
島
根
県
）に
お
け
る
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放
送
の
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組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
原
正
幸（
西
宮
教
会
）

　
わ
た
し
が
、
ル
ー
テ
ル
ア
ワ
ー
の

通
信
講
座
受
講
し
た
の
は
、
50
年
ほ

ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
友
人
に
、「
キ
ャ
ン
プ
に
行
こ
う
。」

と
、
誘
わ
れ
て
教
会
に
行
き
始
め
た

の
は
、
高
専
３
年
の
７
月（
17
歳
）で

し
た
。後
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、夏

の
期
間
で
礼
拝
で
は
式
文
を
使
わ

ず
、週
日
の
集
会
も
休
み
。そ
ん
な
中

で
、「
少
し
は
聖
書
が
分
か
る
よ
う
に

な
る
。」と
、
そ
の
友
人
が
薦
め
て
く

れ
た
の
が
、
ル
ー
テ
ル
ア
ワ
ー
通
信

講
座
で
し
た
。

　
初
級
、中
級
を
終
わ
り
、上
級
を
始

め
た
こ
ろ
に
は
、
ほ
ぼ
１
年
が
経
過

し
て
お
り
ま
し
た
。こ
の
間
、９
月
か

ら
再
開
さ
れ
た
求
道
者
会
、
聖
書
研

究
会
、祈
祷
会
な
ど
に
も
出
席
す
る

よ
う
に
な
り
、
６
月
に
は
受
洗
の
決

断
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
級
を
最
後
ま
で
受
講
し
て
お
け

ルーテルアワーの思い出
高取　朗 ( 横須賀教会 )

ば
と
、あ
と
で
悔
や
ん
だ
の
で
す
が
、

受
洗
を
決
断
し
た
時
点
で
通
信
講
座

を
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
思
い
出
も
多
く
は
な

い
の
で
す
が
、
今
で
も
覚
え
て
い
る

の
は
、
初
級
１
回
目
が
「
マ
ル
コ
に
よ

る
福
音
書
」（
写
真
上
）で 

、  

そ
の
質
問

の
中
に「『
す
ぐ
に
』表
現
が
何
回
出
て

く
る
か
、
答
え
よ
。」と
、
あ
っ
た
こ
と

で
す
。当
時
は
素
直
だ
っ
た
の
か
、
何

度
と
な
く
読
み
か
え
し
、『
す
ぐ
に
』

を
、数
え
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
初
級
講
座
で
は
、
福
音
書
を
丁
寧

に
読
む
こ
と
を
薦
め
て
お
ら
れ
た
の

で
は
、と
考
え
ま
す
。マ
タ
イ
に
よ
る

福
音
書
６
章
９
節
〜
13
節
に
到
達
し

た
の
と
、
礼
拝
式
文
に
接
し
た
の
が

ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
っ
た
と
も
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。初
め
に
感
じ
た「
主
の

祈
り
」の
不
思
議
も
解
決
し
ま
し
た
。
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全
国
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
た
、「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
伝
道
」
の
多
岐
に
わ

た
る
取
組
み
の
内
、
当
時
と
し
て
は

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

山
口
地
区
宣
教
協
議
会
（
山
口
・
島

根
県
下
の
ル
ー
テ
ル
教
会
で
組
織
。

代
表
は
小
泉
潤
牧
師
）と
、日
本
ル
ー

テ
ル
ア
ワ
ー（
担
当
は
逸
見
義
典
牧

師
）、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
伝
道
担
当
主

事
（
岡
田
曠
吉
牧
師
・
岩
井
代
三
牧

師
）の
三
者
の
協
議
と
協
力
で
、現
地

で
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作
と
放
送
を

し
た
の
で
す
。

　
地
方
の
教
会
の
成
長
と
活
性
化
を

図
る
こ
と
と
、「
ル
ー
テ
ル
教
会
」を

広
く
告
知
す
る
こ
と
。番
組
を
媒
体

と
し
て
若
い
世
代
の
聴
取

者
と
の
対
話
を
試
み
る
こ

と
な
ど
を
主
眼
と
し
て
、
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。幸

い
な
こ
と
で
し
た
が
、
山
口

県
と
北
九
州
を
放
送
エ
リ

ヤ
と
し
て
い
た
「
Ｋ
Ｒ
Ｙ
山

口
放
送
」
の
全
面
的
な
理
解

と
協
力
を
得
ら
れ
て
、
１
９

７
５
年
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
伝
道
の
一
環
と
し
て
開

始
し
ま
し
た
が
、
そ
の
事
業

の
期
限
が
終
了
し
た
後
も
、

継
続
が
許
さ
れ
て
、
１
９
８

１
年
ま
で
７
年
間
放
送
し

ま
し
た
。

　
番
組
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ル
ー
テ
ル
・

ア
ワ
ー『
水
色
の
ポ
エ
ム
』か
ら
、『
き

の
う
か
な
　
今
日
か
な
?
』『
メ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
05
』
へ
と
変
わ
り
ま
し
た

が
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
夜
11
時
台

か
ら
12
時
台
の
15
分
間
の
帯
番
組
で

あ
っ
た
こ
と
や
、渡
邉
純
幸
牧
師
、H
・

フ
レ
ン
チ
宣
教
師
と
私
、
市
原
の
三
人

が
各
担
当
の
曜
日
に
、
山
口
放
送
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
聴
取
者
の
は
が
き
や

手
紙
を
読
ん
で
、
リ
ク
エ
ス
ト
曲
が
あ

れ
ば
一
曲
応
え
て
、
感
想
や
意
見
を
電

波
に
乗
せ
る
と
い
う
内
容
は
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。（
写
真
上
）

　
週
当
た
り
20
通
〜
５
、
６
０
通
の

葉
書
、
封
書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。聴
取
対
象
を
中
高
生
か
ら
20
代

前
半
の
世
代
に
絞
り
ま
し
た
か
ら
、

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
や
投
書
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
の
世
代
か
ら
の
も
の
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の

主
要
な
教
会
暦
で
の
行
事
に
は
、
案

内
と
招
き
を
織
り
込
み
ま
し
た
が
、

宣
伝
臭
く
な
い
コ
ピ
ー
を
み
ん
な

で
、「
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な

い
」
と
知
恵
を
出
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合
っ
た
の
も
な

つ
か
し
い
想
い
出
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
番
組
制
作
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、
力
を
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れ
た

こ
と
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取
者
と
聴
取
者
が
、そ
し

て
私
た
ち
と
が
、
実
際
に
顔
と
顔
を

合
わ
せ
て
集
う
交
流
会「
聴
取
者
の
集

い
」（
写
真
右
）
を
二
ケ
月
に
一
回
は

開
催
す
る
こ
と
で
し
た
。

　
番
組
で
は
匿
名
で
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
番
組
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
身
分
を

明
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
し
た
。架
空
の
人
間
が
出

来
上
が
る
の
が
番
組
の
常
で
す
が
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
も
の
に
し
な
い
た
め

に
、
極
力
、
真
面
目
に
、
真
顔
で
向
か

い
合
う
こ
と
を
聴
取
者
と
ス
タ
ッ
フ

で
共
有
し
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と
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ま
し

た
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ら
の
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た
の
で

し
ょ
う
。「
聴
取
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ろ
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と
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こ

と
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れ
た
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ゲ
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し
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文

化
祭
」
に
招
か
れ
て
挨
拶
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ま

し
た
。先
生
た
ち
も
番
組
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い
て
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っ
て
い
た
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う
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。
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。
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Th
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岡
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転
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後
も
、２
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間
ほ
ど
は
、
番
組
の
聴
取
者
が
訪
ね

て
く
れ
た
の
も
喜
び
で
し
た
。山
口
・

島
根
地
区
の
教
会
に
結
び
付
け
ら
れ

て
、
教
会
生
活
を
続
け
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
は
、
指
折
り
で
数
え
ら
れ

る
ほ
ど
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

牧
師
や
会
員
の
方
か
ら
、
消
息
を
お

聞
き
す
る
と
き
、
20
代
後
半
か
ら
30

代
前
半
の
、が
む
し
ゃ
ら
な
働
き
を
、

ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
応

援
く
だ
さ
っ
た
、諸
先
輩
、関
係
者
に

改
め
て
感
謝
し
な
け
れ
ば
と
思
わ
さ

れ
ま
す
。

　
現
在
で
は
事
情
も
異
な
り
ま
す

が
、宗
教
番
組
が
、早
朝
の
時
間
帯
だ

け
に
限
定
さ
れ
て
い
た
そ
の
こ
ろ

に
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
番

組
と
放
送
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
感
謝
す
る
も
の
で
す
。

西
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国
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宮
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わ
た
し
が
、
ル
ー
テ
ル
ア
ワ
ー
の

通
信
講
座
受
講
し
た
の
は
、
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ほ

ど
前
の
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と
で
す
。

　
友
人
に
、「
キ
ャ
ン
プ
に
行
こ
う
。」

と
、
誘
わ
れ
て
教
会
に
行
き
始
め
た

の
は
、
高
専
３
年
の
７
月（
17
歳
）で

し
た
。後
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、夏

の
期
間
で
礼
拝
で
は
式
文
を
使
わ

ず
、週
日
の
集
会
も
休
み
。そ
ん
な
中

で
、「
少
し
は
聖
書
が
分
か
る
よ
う
に

な
る
。」と
、
そ
の
友
人
が
薦
め
て
く

れ
た
の
が
、
ル
ー
テ
ル
ア
ワ
ー
通
信

講
座
で
し
た
。

　
初
級
、中
級
を
終
わ
り
、上
級
を
始

め
た
こ
ろ
に
は
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ほ
ぼ
１
年
が
経
過

し
て
お
り
ま
し
た
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間
、９
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ら
再
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れ
た
求
道
者
会
、
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書
研
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会
、祈
祷
会
な
ど
に
も
出
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す
る

よ
う
に
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り
、
６
月
に
は
受
洗
の
決

断
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
級
を
最
後
ま
で
受
講
し
て
お
け

ルーテルアワーの思い出
高取　朗 ( 横須賀教会 )

ば
と
、あ
と
で
悔
や
ん
だ
の
で
す
が
、

受
洗
を
決
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し
た
時
点
で
通
信
講
座

を
中
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て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
思
い
出
も
多
く
は
な

い
の
で
す
が
、
今
で
も
覚
え
て
い
る

の
は
、
初
級
１
回
目
が
「
マ
ル
コ
に
よ

る
福
音
書
」（
写
真
上
）で 

、  

そ
の
質
問

の
中
に「『
す
ぐ
に
』表
現
が
何
回
出
て

く
る
か
、
答
え
よ
。」と
、
あ
っ
た
こ
と

で
す
。当
時
は
素
直
だ
っ
た
の
か
、
何

度
と
な
く
読
み
か
え
し
、『
す
ぐ
に
』

を
、数
え
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
初
級
講
座
で
は
、
福
音
書
を
丁
寧

に
読
む
こ
と
を
薦
め
て
お
ら
れ
た
の

で
は
、と
考
え
ま
す
。マ
タ
イ
に
よ
る

福
音
書
６
章
９
節
〜
13
節
に
到
達
し

た
の
と
、
礼
拝
式
文
に
接
し
た
の
が

ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
っ
た
と
も
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。初
め
に
感
じ
た「
主
の

祈
り
」の
不
思
議
も
解
決
し
ま
し
た
。
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戦
後
の
民
間
放
送
普
及
の
盛
ん
な

時
代
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
伝
道
の
先

駆
け
て
と
し
て
、
画
期
的
な
影
響
を
与

え
た
「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」
の
初
期

の
活
動
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

　「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」は
、
米
国
の

ド
イ
ツ
系
の
ル
タ
ー
派
教
会
で
あ
る

ミ
ズ
ー
リ
・
シ
ノ
ッ
ド
の
ル
ー
テ
ル

信
徒
連
盟
に
よ
る
ラ
ジ
オ
伝
道
と
し

て
始
ま
っ
た
、「
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運

動
」と
言
え
る
伝
道
で
あ
っ
た
。

　
　
ミ
ズ
ー
リ
・
シ
ノ
ッ
ド
の
ラ
ジ

オ
伝
道
の
拠
点
は
世
界
50
ヶ
所
に
す

で
に
及
ん
で
い
た
。日
本
で
の
、「
ル
ー

テ
ル
・
ア
ワ
ー
」
の
最
初
の
放
送
は
名

古
屋
で
あ
る
。日
本
初
の
民
放
の
一
つ

と
な
り
、
名
古
屋
市
緑
区
鳴
海
冶
山
か

ら
送
信
さ
れ
た
中
部
日
本
放
送(

Ｊ
Ｏ

Ａ
Ｒ)

が
開
局
し
た
こ
と
に
伴
な
い
、

ミ
ズ
ー
リ
・
シ
ノ
ッ
ド
の
「
国
際
ル
ー

テ
ル
・
ア
ワ
ー
」
の
ラ
ジ
オ
主
事
ユ
ー

ジ
ン
・
バ
ー
タ
マ
ン
は
１
９
５
１
年

10
月
13
日
、
中
部
日
本
放
送(

Ｊ
Ｏ
Ａ

Ｒ)

と
契
約
を
直
接
交
し
た
。そ
れ
と

共
に
、
彼
は
東
京
・
飯
田
橋
の
東
京

ル
ー
テ
ル
・
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を

設
置
し
、10
月
28
日
の
日
曜
日
の
宗
教

改
革
主
日
、立
教
大
学
の
根
岸
由
太
郎

教
授
の
説
教
が「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」

と
し
て
中
部
日
本
放
送(

Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｒ)

の
電
波
に
乗
っ
た
。そ
の
番
組
に
は
日

本
を
代
表
す
る
教
会
音
楽
の
権
威
で

あ
っ
た
中
田
羽
後
が
指
揮
し
、
東
京

チ
ャ
ペ
ル
セ
ン
タ
ー
聖
歌
隊
が
歌
っ

た
讃
美
歌
も
流
れ
た
。

　
新
し
い
民
間
の
放
送
局
が
相
次
い

で
開
局
す
る
に
つ
れ
て
、
ル
ー
テ
ル
・

ア
ワ
ー
の
放
送
網
も
広
が
っ
た
。１
９

５
２
年
５
月
ま
で
に
は
、
合
計
８
局
。

名
古
屋
に
次
い
で
、
大
阪
、
福
岡
、
東

京
、札
幌
、長
野
、仙
台
、金
沢(
開
始
順

序)

で
放
送
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。翌

年
に
は
新
潟
、
広
島
、
静
岡
の
３
局
が

加
わ
り
、
放
送
局
は
合
計
11
局
と
な
っ

た
。　

　
放
送
開
始
か
ら
の
２
年
間
は
、
ミ

ズ
ー
リ
・
シ
ノ
ッ
ド
が
放
送
の
す
べ

て
の
費
用
を
賄
っ
て
い
た
が
、
１
９
５

４
年
か
ら
は
日
本
で
伝
道
す
る
他
の

ル
タ
ー
派
宣
教
団
体
も
多
額
の
支
援

を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。例
え
ば
、

１
９
５
４
年
１
月
28
日
の
東
海
教
区

の
前
身
で
あ
る
Ｅ
Ｌ
Ｃ(

福
音
ル
ー
テ

ル
教
会
日
本
伝
道
部)

の
常
議
員
会

は
、静
岡
放
送(

Ｊ
Ｏ
Ｖ
Ｒ)

で
ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
を
開
設
す
る
た
め
の
ス

ポ
ン
サ
ー
費
用
の
応
分
負
担
を
決
議

し
て
い
る
。

　
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
伴
っ

て
、
短
期
間
で
躍
進
を
遂
げ
た
「
ル
ー

テ
ル
・
ア
ワ
ー
」
は
、
１
９
５
５
年
９

月
27
日
、
日
本
で
宣
教
す
る
ル
タ
ー
派

宣
教
団
の
各
々
の
代
表
を
加
え
た
「
全

ル
ー
テ
ル･

ラ
ジ
オ
諮
問
委
員
会
」
を

創
設
し
た
。こ
の
「
全
ル
ー
テ
ル
・
ラ

ジ
オ
諮
問
委
員
会
」
は
、
名
前
が
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
番
組
に
対
す
る
助
言

を
ミ
ズ
ー
リ
・
シ
ノ
ッ
ド
以
外
の
他

グ
ル
ー
プ
か
ら
受
け
る
た
め
の
場
で

あ
っ
て
、
共
に
メ
デ
ィ
ア
伝
道
を
協
議

し
、
方
向
性
を
決
定
し
て
い
く
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

　
１
９
５
６
年
に
は
、
ミ
ズ
ー
リ
・
シ

ノ
ッ
ド
の
宣
教
師
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が

新
し
い
主
事
と
な
っ
た
が
、
こ
の
年
す

で
に
放
送
に
対
す
る
聴
取
率
は
大
幅

に
落
ち
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
ラ
ジ
オ
番

組
の
制
作
は
キ
リ
ス
ト
者
で
な
く
、
そ

の
道
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
実

際
に
担
当
す
る
必
要
性
が
求
め
ら
れ

た
。そ
こ
で
、
童
話
作
家
の
肩
書
き
を

も
つ
関
屋
五
十
二
が
起
用
さ
れ
た
。彼

は
、
戦
前
か
ら
東
京
放
送
局（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

の
子
ど
も
向
け
番
組
を
担
当
し
、「
関

屋
の
お
じ
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
た
演
出
家
で
も
あ
っ
た
。関
屋
は
１

９
５
６
年
11
月
か
ら
企
画
制
作
を
担

当
し
、飛
躍
的
に
聴
取
者
は
増
え
、翌

年
１
９
５
７
年
１
月
に
は
１
ヵ
月
の

意
見
・
感
想
の
便
り
は
前
年
度
よ
り

も
１
千
通
ほ
ど
増
加
し
、
約
７
千
通
に

達
し
た
。ま
た
聖
書
通
信
講
座
へ
の
申

し
込
み
も
１
ヵ
月
に
３
５
５
５
通
に

達
し
た
。

　
15
年
を
経
過
し
た
１
９
６
７
年
に

は
18
局
の
番
組
を
流
す
ま
で
に
な
り
、

全
国
ど
こ
に
お
い
て
も
、
毎
週
、
ル
ー

テ
ル
・
ア
ワ
ー
が
放
送
さ
れ
、60
万
人

の
人
々
が
聖
書
通
信
講
座
を
受
講
す

る
に
至
り
、
そ
の
内
の
５
万
人
が
初

級
・
中
級
を
完
了
し
、そ
の
中
か
ら
多

く
の
人
々
が
教
会
に
通
う
よ
う
に

な
っ
た
。各
々
の
講
座
テ
キ
ス
ト
が
各

地
の
「
ル
ー
テ
ル
・
セ
ン
タ
ー
」
か
ら

受
講
者
に
送
付
さ
れ
、盲
人
の
方
々
の

た
め
の
点
字
用
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　
聖
書
通
信
講
座
は
近
く
の
ル
ー
テ

ル
教
会
の
告
知
と
そ
こ
へ
の

出
席
を
勧
め
る
「
フ
ォ
ー

ロ
ー
ア
ッ
プ
」
伝
道
で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
を
聴
く
多
く
の
人
は

個
別
化
と
隔
離
化
し
た
大
衆

で
あ
る
。そ
の
聴
取
者
が
受

け
止
め
た
キ
リ
ス
ト
の
福
音

が
人
々
の
人
生
の
中
で
結
実

し
、
か
つ
キ
リ
ス
ト
の
体
な

る
教
会
の
交
わ
り
へ
と
い
か

に
し
て
導
く
こ
と
が
で
き
る

か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
残

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
顧
み
る
と
、
１
９
６
２
年
を
境
に
、

聖
書
通
信
講
座
の
申
込
者
数
は
減
少

傾
向
を
た
ど
っ
た
。こ
と
に
日
本
の
教

会
が
海
外
か
ら
支
援
を
可
能
な
か
ぎ

り
断
ち
切
り
、
自
ら
の
足
で
立
つ
（
自

立
・
自
給
）
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
た

１
９
７
０
年
代
以
降
の
中
で
、
放
送

料
、
セ
ン
タ
ー
の
人
件
費
・
維
持
費
、

広
報
費
、
通
信
費
等
の
大
半
の
資
金
を

海
外
の
支
援
に
依
存
し
て
い
た
ル
ー

テ
ル
・
ア
ワ
ー
の
ラ
ジ
オ
伝
道
は
財

政
的
に
自
ず
と
困
難
に
直
面
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。そ
れ
で
も
、
戦
後
の

ル
ー
テ
ル
教
会
の
、
宣
教
の
歴
史
に
お

い
て
確
か
な
こ
と
と
し
て
、
ル
ー
テ

ル
・
ア
ワ
ー
は
教
会
の
存
在
の
告
知

と
求
道
者
の
獲
得
に
お
い
て
多
大
な

成
果
を
与
え
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。

「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ワ
ー
」、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
伝
道
の
始
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
田
　
勇
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